検証のための質問紙における効果応答時期の類型

正　田　　良（国士舘大学文学部）
１．はじめに
　校内研究会などの授業研究では，学習指導案や一連のカリキュラム編成に関して，「仮説」を立てて，「検証授業」を行うことが多く行われている。「検証授業」の評価の客観性の乏しさを補うために，一連の授業の前後で，「算数の授業が楽しい」などの文章に関しての賛否を5段階，もしくは，7段階などの間隔尺度とみなせる選択肢をその授業の被授業者（子ども）に選ばせ，その授業，もしくは，カリキュラムを評価させようとする。

　ただ，その一方で，質問項目が安易に作られていて，例えば，「あなたは算数が好きですか」とか，「算数が得意ですか」程度の抽象的な質問項目が，２・３個並ぶ程度の質問紙で「検証」を行なおうとする例。あるいは，「仮説」と関連が薄い質問項目について統計的に有意な差が確かめられている例もある。

　
２．実例としての質問紙
質問紙は，「活用力の育成を意図した授業改善」の成否を計測するために，文部科学省（2008：p.19）を参考に，
・児童の活動を中心とした主体的である。

・児童にとって楽しい。

・児童にとって分かりやすい。

・児童が感動する。

・創造的、発展的である。

・日常生活や自然現象と結びついた算数。

・他教科と関連もしくは総合的。
の7点の成否を聞く項目に，東京都教育委員会（2016）を参考とした項目を追加した質問紙を作製し，表1に示す人数の児童に回答を求めた。この170レコードでの28の小問への回答を，因子分析（主因子法、バリマックス回転）に掛けた。累積寄与率が0.65を初めて超えたことを基準に因子の数を3とし，因子負荷量の絶対値が0.4以上であることを閾値とした。
表１：回収数と協力率

	
	調査年の4月
	左の3か月後

	
	回収数
	協力数
	回収数
	協力数

	1年
	---
	---
	14
	8

	2年
	14
	12
	14
	9

	3年
	20
	19
	18
	15

	4年
	19
	17
	18
	18

	5年
	20
	17
	18
	16

	6年
	19
	19
	20
	20


ただ一つの因子と関連を持つ小問に関して，再計算を行った。各因子の解釈を資料1の＜＞内に記す。資料1では上記の手続きによって削除したものの記述は省いた。
３．７月の実測値と推計値　
7月の因子得点の学年平均の推計値ｕi　を，隣り合う４月のデータを結ぶ線分を1：3に内分する点とする。７月の実測値はｖi とする。i は学年を表す添え字である。
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を各因子について計算し，下記の結果を得た。

	　
	増加値
	分散値

	因子1
	＋0.202 
	0.133 

	因子2
	＋0.683 
	0.527 

	因子3
	＋0.071 
	0.024 


４．考察と今後の課題
因子2は，他の因子に比べて，増加値・分散値ともに大きい。どの学年においても，実測値は推計値を上回っていることによるものである。折れ線グラフに実測値を表すと，ちょうどノコギリの歯のようなジグザグな折れ線となって表れている。
因子1が関わる算数の楽しさの感じ方は，必ずしも暦年齢の進行によって単調に増加するものではない。また，算数の授業が分かりやすいかどうかは，教材内容に大きく左右される。

因子3が関わる，子ども相互のコミュニケーションや社会との関わりは，一朝一夕の変化というよりも，長期間の学習習慣によるもので，3ヵ月の変化をこのような質問紙で検出することは困難と思える。また，当該小学校の研究協力者は，個々の授業者の個性的な作品としての授業創りへ勇気付けに重きを置いたアドバイスを行なっていたので，相対的にやや消極的な部分でもあった。

今回のデータは単に１校での結果を報告するに過ぎない。これから多くを論ずることはできない。因子の一般的な傾向をこの結果から読み取ることはできるとしたら，この学校の学内研究がその意図通りの効果があったことを前提とするものである。また，この学校での効果を確かめるためには，他校でのそれとの比較を行う必要がある。当然のことながら，事例の蓄積は今後の課題として残される。

［文献］文部科学省（2008）『学習指導要領解説　算数編』東洋館出版社
東京都教育委員会（2016）『平成28年度　児童・生徒の学力向上を図るための調査　報告書』
（東京都のインタネットサイトによる）
[資料1]
因子1：＜楽しく・わかる授業＞
（02）楽しい算数の授業が多いです。／　
（03）算数の授業は分かりやすい。

（12）○○小学校では楽しい授業が多いです。／ （21）学校に来るのが楽しいです。

（25）授業で発表することは、面白いです。／　 （28）勉強は楽しいです。

因子2：＜自律的・集中＞
（01）算数の授業では、先生が活躍するより、私たちが活躍することが多いです。

（04）算数の授業で「あっ、そうなんだ」と感激することが多いです。

（09）算数は、他の教科と関連したり、応用されたりしています。

（10）算数の授業では、思わず手が止まるような集中して考えることがあります。
（11）・（14）・（16）　※（11）～（20）は（01）～（10）の「算数の授業では」の部分を「〇〇小学校の授業では」などと書き換えた教科全般に対する質問となっている。なお，（16）は「○○小学校の授業の内容は、人から教わると言うより、自分たちで発見していくものです。」である。
因子3：＜活用・発展＞
（05）算数の学習内容は、これまでの学習内容を土台にして発展して行くと思います。

（07）算数の学習内容は、いつもの生活や将来の生活に関係のあるものです。

（15）・（17）　因子２での記述の※参照。

（18）○○小学校の学習内容は、実際に起こっている現象をもとにしています。

（20）○○小学校の授業では、思わず手が止まるような集中して考えることがあります。

（27）授業で友達と考えあうことは、お互いのためになります。
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